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研究成果の概要 

 

本研究の主テーマである， (1) 地域データやＡＩのプライバシ保護や活用技術，(２) 車や人の

モビリティデータ関連技術，に関連する論文発表を実施した．(1) については，2022 年度に続き，

GAN などの生成 AI により地域内で地域データを安全化する技術を継続して開発し，その成果を

モバイルデータ管理の著名国際会議で発表した．また本研究の主要な攻撃手法と位置付けるメン

バシップ推論攻撃を，最近の生成 AI で多用される拡散モデルに対し，GAN との比較の観点にお

いて適用した結果を述べた論文を IEEE のセキュリティ・プライバシに関する著名ワークショップで

発表している．また今年度は，地域間連携における安全性および可用性を議論し探究した成果を

創出している．まず，交通移動データに対し，地域特性を符号化する符号化器と地域特性をなる

べく平滑化する符号化器を並列に用いる学習アーキテクチャを開発し，様々な地域特性を有する

地域間データからの交通需要予測を高精度に行う新しい概念を提唱した．これは地理情報データ

処理の分野で著名な国際会議 ACM SigSpatial2023 で発表し，最優秀ポスター賞を受賞した．ま

た，気象データと地理データを用いた地滑り予測において，対照学習により定量化した地域間の

特性差を用いて分散型の連合学習を行う極めて新しい概念を提唱し，モバイルとパーベイシブコ

ンピューティング分野のフラグシップ会議 IEEE PerCom2024 に本会議で採択された（CORE Rank 

A*，採択率 14.6%）．特にこの手法は現状の災害通知にかかる課題にも密接に関係している．日

本における過去 2 年間・10 都道府県の実データを利用し，適切な地域間連携によって，データ量

不足や適合率の低さを大幅に改善できる可能性を示したものである．これらの技術をもとに，本研

究開発における概念を実社会に適用・還元していくための実証実験を積極的に実施している．特

に今年度はプロトタイプシステムを用いた避難訓練実証や受付システム実証を実施している．また

テレビによる情報収集システムの開発も進めており，2024 年度中でのより本格的な実証を予定して

いる． 
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